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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第41期

第２四半期
連結累計期間

第42期
第２四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 2019年12月21日
至 2020年６月20日

自 2020年12月21日
至 2021年６月20日

自 2019年12月21日
至 2020年12月20日

営業収益 (千円) 972,606 1,037,823 1,911,075

経常損失（△） (千円) △215,943 △33,079 △347,983

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失（△）

(千円) △265,372 △39,879 △385,462

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △226,783 △41,124 △346,930

純資産額 (千円) 5,543,346 5,312,773 5,388,665

総資産額 (千円) 6,387,592 6,146,982 6,200,196

１株当たり四半期(当期)
純損失（△）

(円) △36.69 △5.51 △53.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 86.7 86.3 86.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △147,460 △14,426 △333,002

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 199,727 84,247 319,628

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △37,859 △38,015 △75,708

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 559,960 488,390 456,429
 

 

回次
第41期

第２四半期
連結会計期間

第42期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年３月21日
至 2020年６月20日

自 2021年３月21日
至 2021年６月20日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △18.02 △1.77
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。
２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
３　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認

識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変

更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて発出された３回目の

緊急事態宣言が沖縄を除き６月20日をもって解除されたものの、足元では感染力の高い変異株が猛威を振るってお

り、今後のワクチンの接種ペースが経済活動に大きく影響を及ぼすなど、その先行きは不透明であります。

このような中、当社グループにおいては、引き続き求人関連情報では他社との業務提携による情報量の充実による

ウェブサイトでの広告料収入の強化、人材紹介・派遣、技能実習生や特定技能等の就労資格で在留する外国人向けの

サポートや受入れ企業へのコンサルティング等にも注力し、紙媒体・インターネット・リアルな人材提供サービスに

よる複合的サービスの提供を行いました。ライフ関連情報では、家づくり相談・紹介サービスの新規店舗出店の準備

を進めると共に、お客様のニーズに合わせたイベント等を実施することで引き続き集客力の強化を行いました。

この結果、営業収益は10億３千７百万円（前年同四半期比6.7％増）となり、営業損失は３千２百万円（前年同四

半期は営業損失２億２千５百万円）、経常損失は３千３百万円（前年同四半期は経常損失２億１千５百万円）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は３千９百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失２億６千５百万

円）となりました。

なお、当社グループにおける報告セグメントは情報関連事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、

セグメント情報の記載は省略しております。

当第２四半期連結会計期間の総資産は前連結会計年度から５千３百万円減少し、61億４千６百万円となりました。

流動資産は前連結会計年度から３千６百万円減少し、44億９百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金の

減少６千８百万円、受取手形及び売掛金の増加４千万円等によるものであります。固定資産は前連結会計年度から１

千７百万円減少し、17億３千７百万円となりました。これは主に減価償却による有形固定資産の減少２千５百万円及

び投資その他の資産その他の増加７百万円等によるものであります。

なお、当第２四半期連結会計期間の現金及び預金は40億８千８百万円となっており、総資産の66.5％を占めます。

　負債総額は前連結会計年度から２千２百万円増加し、８億３千４百万円となりました。流動負債は前連結会計年度

から２千４百万円増加し、５億２千３百万円となりました。これは主に、賞与引当金の増加３千３百万円及びその他

の増加２千２百万円並びに未払金の減少２千７百万円等によるものであります。固定負債は前連結会計年度から２百

万円減少し３億１千万円となりました。これは主に退職給付に係る負債の減少２百万円等によるものであります。

　純資産は前連結会計年度から７千５百万円減少し、53億１千２百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金

の減少７千６百万円等によるものであります。この結果、自己資本比率は86.3%となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間は、下記の理由により、現金及び現金同等物の四半期末残高は前連結会計年度から３

千１百万円増加し、４億８千８百万円となりました。　

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローにより減少した資金は、１千４百万円（前年同四半期は１億４千７百万円の

減少）となりました。これは非資金損益項目である減価償却費３千１百万円、賞与引当金の増加額３千３百万円等

による資金増加及び税金等調整前四半期純損失３千３百万円、売上債権の増加額４千万円、その他の流動負債の減

少額６百万円等の資金減少によるものであります。　

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローにより増加した資金は、８千４百万円（前年同四半期は１億９千９百万円の

増加）となりました。これは主に定期預金の預入による支出14億１千万円及び差入保証金の差入による支出１千４

百万円等による資金減少並びに定期預金の払戻による収入15億１千万円等による資金増加によるものでありま

す。　

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローにより減少した資金は、３千８百万円（前年同四半期は３千７百万円の減

少）となりました。これは主に配当金の支払額３千６百万円等によるものであります。　

 

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 
(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,548,800

計 29,548,800
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年６月20日)

提出日現在発行数(株)
(2021年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,398,000 7,398,000
東京証券取引所

JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります

計 7,398,000 7,398,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年６月20日 ― 7,398,000 ― 1,010,036 ― 983,604
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(5) 【大株主の状況】

2021年６月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

 発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社ＯＨＡＮＡ 岡山県赤磐市桜が丘西７－20－２ 3,351 46.33

株式会社百十四銀行 香川県高松市亀井町５－１ 261 3.61

ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ ＢＲ
ＯＫＥＲＳ ＬＬＣ（常任代理
人　インタラクティブ・ブ
ローカーズ証券株式会社）

ＯＮＥ ＰＩＣＫＷＩＣＫ ＰＬＡＺＡ
ＧＲＥＥＮＷＩＣＨ， ＣＯＮＮＥＣ
ＴＩＣＵＴ ０６８３０ ＵＳＡ
 （東京都千代田区霞が関３丁目２番５号）

228 3.15

益田　武美 岡山県赤磐市 221 3.06

須田　幸正 岡山市北区 220 3.05

ＫＧ社員持株会 岡山市北区平田170－108 191 2.65

株式会社香川銀行 香川県高松市亀井町６－１ 130 1.80

株式会社中国銀行 岡山市北区丸の内１－15－20 125 1.73

株式会社伊予銀行 愛媛県松山市南堀端町１ 106 1.47

天井　次夫 東京都荒川区 106 1.46

計 ― 4,944 68.35
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年６月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
（自己保有株式） ― ―

165,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

72,303 ―
7,230,300

単元未満株式
普通株式

― ―
2,700

発行済株式総数 7,398,000 ― ―

総株主の議決権 ― 72,303 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式 71株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2021年６月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ＫＧ情報

香川県高松市今里町二丁
目２-10

165,000 － 165,000 2.23

計 ― 165,000 － 165,000 2.23
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年３月21日から2021年

６月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年12月21日から2021年６月20日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年12月20日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年６月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,156,600 4,088,562

  受取手形及び売掛金 264,381 304,664

  製品 1,888 4,365

  仕掛品 212 20

  原材料及び貯蔵品 12,355 6,747

  その他 11,341 6,577

  貸倒引当金 △1,468 △1,674

  流動資産合計 4,445,310 4,409,262

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 581,908 565,836

   機械装置及び運搬具（純額） 45,541 39,419

   土地 974,849 974,849

   その他（純額） 16,034 13,113

   有形固定資産合計 1,618,333 1,593,218

  無形固定資産   

   その他 17,964 18,109

   無形固定資産合計 17,964 18,109

  投資その他の資産   

   その他（純額） 120,433 128,155

   貸倒引当金 △1,846 △1,764

   投資その他の資産合計 118,587 126,391

  固定資産合計 1,754,885 1,737,719

 資産合計 6,200,196 6,146,982
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年12月20日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年６月20日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 32,373 33,670

  未払金 253,726 226,450

  未払法人税等 17,001 15,293

  前受金 153,965 150,484

  賞与引当金 1,276 34,287

  その他 40,232 63,155

  流動負債合計 498,575 523,341

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 209,351 209,351

  退職給付に係る負債 63,059 60,964

  資産除去債務 38,378 40,062

  その他 2,165 489

  固定負債合計 312,955 310,867

 負債合計 811,531 834,209

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,010,036 1,010,036

  資本剰余金 983,705 983,705

  利益剰余金 3,465,335 3,389,291

  自己株式 △76,800 △76,800

  株主資本合計 5,382,276 5,306,232

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 101 △1,272

  為替換算調整勘定 △77 51

  その他の包括利益累計額合計 23 △1,221

 新株予約権 6,365 7,762

 純資産合計 5,388,665 5,312,773

負債純資産合計 6,200,196 6,146,982
 

EDINET提出書類

株式会社ＫＧ情報(E05416)

四半期報告書

10/19



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年12月21日
　至 2020年６月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年12月21日
　至 2021年６月20日)

営業収益 972,606 1,037,823

営業原価 1,038,351 921,350

営業総利益又は営業総損失（△） △65,745 116,472

販売費及び一般管理費 ※1  159,281 ※1  149,047

営業損失（△） △225,027 △32,574

営業外収益   

 受取利息 466 350

 不動産賃貸料 7,711 2,959

 その他 3,594 4,523

 営業外収益合計 11,772 7,832

営業外費用   

 遊休資産費用 ― 3,666

 その他 2,688 4,671

 営業外費用合計 2,688 8,337

経常損失（△） △215,943 △33,079

特別損失   

 投資有価証券評価損 42,652 ―

 特別損失合計 42,652 ―

税金等調整前四半期純損失（△） △258,595 △33,079

法人税等 6,776 6,800

四半期純損失（△） △265,372 △39,879

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △265,372 △39,879
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年12月21日
　至 2020年６月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年12月21日
　至 2021年６月20日)

四半期純損失（△） △265,372 △39,879

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 38,607 △1,374

 為替換算調整勘定 △18 128

 その他の包括利益合計 38,588 △1,245

四半期包括利益 △226,783 △41,124

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △226,783 △41,124

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年12月21日
　至 2020年６月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年12月21日
　至 2021年６月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △258,595 △33,079

 減価償却費 36,139 31,866

 投資有価証券評価損益（△は益） 42,652 －

 株式報酬費用 1,734 1,396

 賞与引当金の増減額（△は減少） 21,707 33,011

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,920 △2,094

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △779 124

 受取利息及び受取配当金 △466 △350

 補助金収入 － △1,376

 売上債権の増減額（△は増加） 59,601 △40,201

 たな卸資産の増減額（△は増加） △5,755 3,322

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,534 5,098

 仕入債務の増減額（△は減少） △24,534 1,296

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △17,651 △6,696

 その他 569 1,716

 小計 △146,763 △5,965

 利息及び配当金の受取額 174 153

 補助金の受取額 － 1,376

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △870 △9,991

 営業活動によるキャッシュ・フロー △147,460 △14,426

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △1,510,152 △1,410,153

 定期預金の払戻による収入 1,710,151 1,510,152

 有形固定資産の取得による支出 △1,760 △2,074

 有形固定資産の売却による収入 － 236

 無形固定資産の取得による支出 △1,979 △2,101

 差入保証金の差入による支出 △609 △14,979

 差入保証金の回収による収入 4,078 3,249

 その他 － △81

 投資活動によるキャッシュ・フロー 199,727 84,247

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △36,217 △36,372

 リース債務の返済による支出 △1,642 △1,642

 財務活動によるキャッシュ・フロー △37,859 △38,015

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13 153

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14,394 31,960

現金及び現金同等物の期首残高 545,566 456,429

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  559,960 ※1  488,390
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第２四半期連結累計期間

(自 2020年12月21日 至 2021年６月20日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計

年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年12月21日 至 2021年６月20日)

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）
　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見
積りについて重要な変更はありません。

 

 
 
(四半期連結損益計算書関係)

※1 販売費及び一般管理費の主なもの

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年12月21日
 至 2020年６月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年12月21日
 至 2021年６月20日)

役員報酬　 40,849千円 40,749千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※1 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年12月21日
 至 2020年６月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年12月21日
 至 2021年６月20日)

現金及び預金勘定 4,260,130千円 4,088,562千円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △3,700,170 △3,600,171

現金及び現金同等物 559,960 488,390
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年12月21日 至 2020年６月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年１月24日
取締役会

普通株式 36,164 5.00 2019年12月20日 2020年２月21日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年７月７日
取締役会

普通株式 36,164 5.00 2020年６月20日 2020年８月14日 利益剰余金
 

 
 

当第２四半期連結累計期間(自 2020年12月21日 至 2021年６月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年１月26日
取締役会

普通株式 36,164 5.00 2020年12月20日 2021年２月19日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年７月８日
取締役会

普通株式 36,164 5.00 2021年６月20日 2021年８月16日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間(自 2019年12月21日 至 2020年６月20日)及び当第２四半期連結累計期間(自 2020年

12月21日 至 2021年６月20日)

　当社グループにおける報告セグメントは情報関連事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セ

グメント情報の記載は省略しております。

 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年12月21日
至 2020年６月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年12月21日
至 2021年６月20日)

１株当たり四半期純損失 36円69銭 ５円51銭

    (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純損失(千円) 265,372 39,879

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損
失(千円)

265,372 39,879

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,232,929 7,232,929

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

― ―

 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。　

 

 

２ 【その他】

 2021年７月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し次のとおり決議いたしました。

 (イ) 中間配当による配当金の総額 ・・・36,164千円　

 (ロ) １株当たりの金額 ・・・5.00円

 (ハ) 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 ・・・2021年８月16日　

 (注)　2021年６月20日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
 

2021年７月14日
 

 

株式会社ＫＧ情報

取締役会 御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ

　   大　阪　事　務　所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田 中 賢 治 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤 井 秀 吏 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｋ

Ｇ情報の2020年12月21日から2021年12月20日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021年3月21日から

2021年6月20日まで）及び第2四半期連結累計期間（2020年12月21日から2021年6月20日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＧ情報及び連結子会社の2021年6月20日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監

査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子

会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明

の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成するこ

とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に

基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期

レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実

性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせ

る事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合

は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実

性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は

否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠

に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸

表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含め

た四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正

に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査

人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフ

ガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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